
令和５年度「麻生区防災のつどい」について（案） 
 
１ 目的 

麻生区自主防災組織連絡協議会の主催により、平成 11 年度から毎年開催している本
イベントは、実技指導や講演、物品展⽰などを通じた区⺠の防災知識の習得と防災意識
の向上を目的としています。 

 
 

２ 内容 
今年度は、実際に避難所の運営を経験した責任者の方に講演を依頼します。そこで、

自主防災組織に求められる事前の備えについて語っていただき、新たな担い手を確保す
る方法や実践的な避難所の運営方法等、今後の皆様の活動の指針になるような事例を紹
介していただきます。 
＜当日の流れ（予定）＞ 
（１）麻生区自主防災組織連絡協議会 会⻑挨拶 
（２）講演 防災減災危機管理アドバイザー 吉田亮一 氏 

 
３ 日時   令和 6 年 2 ⽉ 27 日（⽕） 14 時 00 分〜16 時 00 分 終了予定 
 
４ 会場   麻生区役所 4 階第 1 会議室 
 
５ その他  会場での開催に加え、YouTube での録画配信を後日行う予定です。 
 
講師プロフィール 

平成１８年より宮城県仙台市の自治会で地域防災５年計画 
を立て学校と共同の防災減災に取り組む。 

平成２３年に発生した東日本大震災では、中学校指定避難所 
運営責任者を勤め、地域住⺠主導で避難所の運営を行う。 

その後、YY 防災を立ち上げ経験者・体験者として学校防災 
と地域防災の経験を全国に伝える活動を行い、全国の自治体 
から講演活動の依頼実績がある。 
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「川崎市自主防災活動功労者」の推薦について（案） 
 
１ 概要 

各区より推薦を受けた団体の表彰について、令和２年から、1 ⽉に開催の防災シンポジウ
ムにて実施されています。また、功労者の推薦にあたっては、自主防災組織活動に特に顕著
な功績のあった団体を「各区自主防災組織連絡協議会会⻑と⼗分な協議のうえ」候補者を選
定する旨が定められています。 

 
＜参考＞「川崎市自主防災活動功労者表彰要綱」（表彰の基準） 

  第 2 条 表彰は、地域における自主防災活動の振興に係る活動を行っている者又は団体（以下「者
等」という。）で、次の各号のいずれかに該当する者等とする。 

(1) 自主防災組織及びこれに準ずる団体が実施する防災活動に関し、その実績が特に顕著で
あると認められる者等 

(2) 自主防災に関する安全思想の普及及び研究教育等に功績が顕著と認められる者等 
(3) 原則として１０年以上、災害の未然防止、被害の軽減等のため継続的、計画的に防災活

動を行っている者等 
 

２ 令和 6 年度「川崎市自主防災活動功労者」の推薦（案） 
 

表彰 
年度 

功労者候補の内容（案） 

令和 
6 年
度 

名 称 新ゆりグリーンタウンさつき第２防災会 
結成日 平成 12 年 5 ⽉ 28 日 
当該組織は、平成 12 年の結成以降、⻑きにわたり地域において防災活動を行っている組織

である。地域住⺠が防災に関して、深い理解と関⼼をもって活動を進めている。 
当該組織の特徴として、災害時の独自マニュアルの作成や消防署と連携した防災訓練等を行

っている。コロナ禍においても防災活動を中止することなく、感染症対策の徹底や少人数での
複数開催等工夫を凝らして防災訓練を開催した。特に令和 2・3 年度に関しては、多くの地域で
防災訓練の見合わせ等が相次ぐ中、感染症対策を徹底し、防災訓練を実施した数少ない自主防
災組織である。併せて防災講座も開催し、自助・共助を中⼼とした防災啓発も活発に行ってい
る。 

一方、災害時における要援護者支援に留まらず、高齢化が進む地域において互いに支援をす
る体制を構築するため、ボランティア支援団体「ちょっと支援隊」を結成し活動を行うなど、
その活動は多岐にわたっている。 
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＜参考＞ 過去受賞履歴（麻生区分） 
年度 受賞団体  年度 受賞団体 
H12 上麻生町内会  H24 多摩美町会 
H13 百合丘小学校避難所運営会議  H25 ⿊川自主防災 
H14 金程中学校区防災ﾈｯﾄﾜｰｸ連絡会議  H26 万福寺町内会自主防災組織 
H15 下麻生自治会  H27 塔之越自主防災組織 
H16 三井細山自治会  H28 虹ヶ丘小学校避難所運営会議 
H17 栗木町内会  H29 真福寺町内会自主防災組織 
H18 王禅寺町内会  H30 栗平白鳥自治会自主防災部 
H19 みどり町会防災  H31 ライオンズガーデン百合ヶ丘自主防災

委員会 
H20 岡上小学校避難所運営会議  R2 はるひ野町内会 
H21 新百合ヶ丘自治会  R3 三井百合丘第 2 地区自治会 
H22 片平町内会自主防災組織  R4 高石町会 
H23 千代ヶ丘小学校避難所運営会議  R5 上麻生東町内会防災隊 

 
＜参考＞ 令和 5 年度活動功労者（案） 

表彰 
年度 

功労者候補の内容（案） 

令和 
５年度 

名 称 上麻生東町内会防災隊 
結成日 平成 16 年 8 ⽉ 30 日 
当該組織は、平成 16 年の結成以降、地域において積極的に防災活動に取り組み、自助・

共助の重要性の広報、災害の未然防止・軽減を目的とした防災訓練など意欲的な取り組み
を行っている。 

当該組織の特徴として、夏の盆踊りと並ぶ大規模な防災訓練や、災害時における要援護
者支援に関する行動指針の作成などの取組みがあり、その活動は多岐にわたっている。特
に防災訓練は、地域住⺠が楽しく防災について考えることのできるよう NPO 法人柿生地区
総合型地域スポーツクラブ「ＧＥＴ」と連携して開催したり、近隣の自治会・町内会に声を
かけ合同の防災訓練を計画するなど工夫を凝らしたものとなっている。 

その他にも、住⺠に対し自助の重要性や自主防災組織の活動、避難所運営会議の開催内
容などを啓発するための広報資料を作成・配布し地域全体で連携した活動を行っている。 

 



  
 

 

 

令和６年度 麻生区総合防災訓練について 

 

１ 訓練目的 

（１）区民の防災意識・スキルの向上による自助の強化 

（２）実践的訓練による自主防災組織の防災対応力の向上を通じた共助の強化 

（３）区役所、消防、警察等の公助の連携強化による地域防災力の向上 

 

２ 実施スケジュール（案） 

 時 期 概 要 訓 練 内 容 場 所（予定） 

１ 

防災の日を中心

とした前後で調

整中 

川崎市総合防災

訓練（合同実施） 

共助・公助の連携訓練 

展示訓練等 

麻生水処理センタ

ー（ふれあいの広場

等） 

２ 未定 
帰宅困難者対策

訓練 

関係機関との連携訓練等 

※自主防については、帰宅困難

者役として依頼予定 

新百合ヶ丘駅南口

ペデストリアンデ

ッキ、麻生区役所 

 

３ 令和５年度総合防災訓練の実施結果について 

（１）第１回麻生区総合防災訓練 

   日時 １０月２８日（土）９時３０分から１２時００分まで 

   場所 麻生水処理センター（ふれあいの広場、ふれあいの丘、緑の広場） 

   対象 麻生区自主防災組織、一般市民 

   内容 展示訓練、資器材実践演習、参加型体験訓練、区民防災塾 

   参加者・来場者 ４５０名 

 

（２）第２回麻生区総合防災訓練 

   日時 １２月 ２日（土）９時００分から１２時００分まで 

   場所 新百合ヶ丘駅南口ペデストリアンデッキ、麻生区役所前広場 

   対象 駅前の特性を活かし、多くの区民に参加してもらう総合型訓練 

   内容 防災啓発ブース、帰宅困難者対策訓練、大型商業施設避難訓練、炊出し訓練 

救出訓練等 

   参加者・来場者 約８，８００人 

 

（３）実施結果アンケート結果について 

   別紙１、２、３のとおり 
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第１回麻生区総合防災訓練アンケート結果（自主防災組織） 
アンケート回収結果１００件 

 
１ 訓練参加者 
  訓練参加者９９人 
  アンケート回収１００件 

   
 
 
 
 
 
 

２ 訓練時間 
   
 
 
 
 
３ 実践型訓練の感想について 
   
 
 
 
 
 
 
４ 展示訓練の感想について 
   
 
 
 
 
 
 
５ 展示訓練に参加したいか 
 
 
 
 
 
 
 
 

年代 人数 
20 1 
30 1 
40 13 
50 21 
60 以上 64 

0

100

良い 短い ⻑い

訓練時間

0
20
40
60

実践型訓練

0

50

展示訓練について

0

50

100

参加したい 参加したくない 無記入

展示訓練参加について

良い 短い  ⻑い
85 6 7

大変よい よい 普通 やや不満 不満 無記入
54 37 7 2 2

大変よい よい 普通 やや不満 不満 無記入
23 41 22 9 1 4

参加したい 参加したくない 無記入
84 6 10



 
６ 各ブースの実践訓練について（複数回答） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 自由記載欄 
  ・参加人数が少なく感じた ２件 
  ・各レスキュー隊の紹介が欲しい 
  ・実践訓練は役にたった ３７件 
  ・展示訓練のアナウンス内容が分からなかった １３件 

・展示訓練が何をしているかわからない ２件 
  ・展示訓練が見づらかった ３件 
  ・AED 取り扱いが大事と感じた ５件 
  ・展示訓練の BGM はいらない ３件 
  ・ロープワークの説明が良かった ６件 
  ・若い人がいなかった 
  ・各専門家に感謝したい、説明が良い ４件  
  ・区民防災塾で子供を対象にしている取り組みが良い ３件 
  ・チェーンソーのキックバック等について知れた ２件 
  ・アンケート版を持ちながら訓練をすることに違和感がある 
  ・展示訓練がよかった ２件 
  ・屋内消火栓なども知りたい 
  ・給水訓練を実施したい 
  ・仮設トイレ組立訓練がよかった ３件 
  ・会場が分かりづらい ２件 
  ・当日は小学校の運動会と重なり、参加できない会員がいた 
  ・実践演習は全部やりたかった ３件 
  ・応急救命訓練にマイクが必用 
  ・訓練は普段の生活にも役立つと感じた ２件 
  ・訓練の動画があるとよい 
  ・実践訓練の内容が乏しかった ２件 
  ・医師会に参加してほしい ２件 
  ・飲料水がほしい ２件 
  ・地震体験がよい ４件 

・町内の住民に知らせていくことが重要 

37

55

36

50

46

36

32

0 10 20 30 40 50 60

チェーンソー取扱

ロープワーク実践演習

重量物排除訓練

消火ホースキット取扱

仮設トイレ組立

応急救命訓練

参加型体験訓練

良かった訓練



10/28　R5年度　第2回区民防災塾　アンケート集計結果
参加組数／回答数 回収率
67組／57件 85%

（１）防災に役立つと感じたイベントや内容は何ですか？（複数回答可）
□GENSAI迷路 39
□倒壊家屋からの救出訓練 34
□ロープワーク体験 37
□応急救命訓練 39
□ペットボトル工作 30
□防災グッズ出張カー展⽰ 13
□地震体験 35
□煙体験 34
□初期消⽕訓練 29

（２）今後も区⺠防災塾を開催予定です。次回以降に開催して欲しい講座は何ですか？（複数回答可）
□⽕起こし 37
□防災食レシピ講座 33
□防災ロープワーク 24
□タープ作り 24
□防災工作  30
□応急救命 34

（３）区⺠防災塾を知り合いにも紹介したいと思いますか？
思う 48
思わない 0
どちらでもない 8

（４）今後、区⺠防災塾や防災訓練など、区からの防災に関する連絡をしてもよろしいですか？
はい 50
いいえ 6

（５）余震が落ち着いて自宅の安全が確認できたなら、避難所へ行く必要は無いこと（在宅避難）は、知っていますか？
はい 49
いいえ 8
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防災に役立つと感じたイベントや内容は何ですか？
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次回以降に開催して欲しい講座は何ですか？

別紙２



（６）住⺠同⼠が助け合って災害に備え、災害を乗り越えることができるよう活動する自主防災組織のことは知っていますか？
はい 33
いいえ 24

（７）災害発生時に備えて普段から備蓄しているものはありますか？
□食料 50
□飲料水 53
□携帯・簡易トイレ 36
□常備薬 24
□カセットコンロ 36
□ラジオ 24
□ランタン 39
□トイレットペーパー 35
□ポータブルバッテリー 21

（８）そのほか、今回の感想や今後の要望等あれば、お聞かせください。
・地震で脆い場所の指導、トイレやお風呂にいる時の対応に関する講座
・GENSAI迷路が楽しかった。これからも地震に備えたいと思った。
・待ち時間が⻑くて飽きてしまった。物⾜りない感じだった。
・子供も一緒に学べる良いイベントだと思います。小学校での防災学習が役立ち理解が深められました。
・ありがとうございました。勉強になりました。
・いざ地震などの災害が起きた際に知識が無いと慌ててしまう。今回体験することで、少なからず子供たちに
 知識、経験させることができた。参加型のものがもっとあるとなお良い。
・子供が参加しているのでスタッフがもう少しいてくれると安⼼だった。
・普段から防災を意識している人は参加したり準備しているが、そうではない人をいかに目を向けさせるかが大切。
・食料、水がどれくらい必要が地震が起きた際の身の守り方など教えて欲しい。
・とても楽しく、体験しながら防災の勉強になった。今度は友達と一緒に参加したいです。
・皆様の活動に感謝申し上げます。
・スタッフの方の目印があると良いなと思いました。
・子供も体験出来てとても勉強になった。ロープワークが良かった。消⽕器を使ったことが無かったので良かったです。
・大人にも記念品が欲しかった。煙体験は多くの人にして欲しいと思った。全く回りが見えなくてとても怖かった。
・ロープワークが特に役立ちそう。迷路も２回体験して子供も自身をもって進んでいました。また参加したいです。

総括
 GENSAI迷路に人気が集中するかと予想していたが、当日は満遍なく参加者が並んでおり、感想の結果も全体的
に評価が高い結果となった。なお、防災グッズ出張カーは販売ができないため、苦戦したようだが、そこは致し方
なかった。

 次回以降への期待は、⽕起こし、防災レシピ、防災工作、応急救命に期待が集まった。応急救命は当日実施して
いるにもかかわらず人気が高いところが注目できる。

 在宅避難については、想像以上に認知度が高かった。ただし、防災のイベントに関⼼がある方達のため、一般世
帯にまで周知が広まっているかは割り引いて考える必要がある。一方で、自主防災組織の認知度が低いことが分
かった。そのため、今後は一層、自主防災組織の認知度を上げていく必要がある。

 備蓄に関しては、各世帯でそれなりに備えている印象を受けた。ただし、コスト的にポータブルバッテリーまで
備えている方はやや少ないということ。ラジオは少し情報源として旧式化してきている印象を受ける。
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■総合防災訓練について 複数回答可：回答者数 202

問１ 回答者（所属） データの個数 / 回答者 問３ メイン会場の内容 割合 問５  役立ちそうな訓練 割合

一般 145 145 良 110 55.6% 帰宅困難者訓練 108 53.5%
防災団体 49 49 普通 71 35.9% 地震体験訓練 63 31.2%
無回答 8 良くない 13 6.6% 初期消⽕訓練 58 28.7%
総計 202 194 行ってない 4 2.0% 炊出し訓練 54 26.7%

無回答 4 0.0% 避難訓練 41 20.3%
総計 202 100.0% 救出訓練 31 15.3%

問２ 回答者（年齢） 割合 その他 5 2.5%
10代 31 15.4% 問４ サテライト会場の内容 割合 総計 360 178.2%
20代 9 4.5% 良 124 63.6%
30・40代 60 29.9% 普通 58 29.7%
50・60代 68 33.8% 良くない 5 2.6%
70代以上 33 16.4% 行ってない 8 4.1%
無回答 1 0.0% 無回答 7 0.0%
総計 202 100.0% 総計 202 100.0%

■帰宅困難者対策訓練について
問１ 訓練の時間 割合
良い 98 71.5%
短い 12 8.8%
⻑い 27 19.7%
総計 137 100.0%

問２ 一時滞在施設へ向かうイメージ割合
できた 79 58.1%

ややできた 36 26.5%

あまりできなかった 17 12.5%

できなかった 4 2.9%

総計 136 100.0%

問３ 帰宅抑制の推奨について割合
知っている 104 56.5%

知らなかった 80 43.5%

総計 184 100.0%

別紙３第２回麻生区総合防災訓練アンケート結果



1 金程中

2 金程小

2 3 麻生中 9/11（月）16：00～
・ペットの受入について
・備蓄倉庫の確認

3 4 岡上小 9/19（火）16：00～ ・ペットの同行避難について

4 5 西生田中 9/21（木）18：00～

・ペットの受入について→小動物/昇降口　大きい動物/プール前
・ライオンズガーデン百合ヶ丘自主防災委員会の活動報告
・今後の活動について
・備蓄倉庫の確認

5 6 真福寺小 9/25（月）16：00～
・避難所のレイアウトについて
・ペットの受入について
・備蓄倉庫の確認

6 7 栗木台小 9/28（木）15：00～
・ペットの受入について→小動物/図工室等　大きい動物/渡り廊下（図書館前）/飼育小屋
・備蓄倉庫の確認

7 8 千代ヶ丘小 10/3（火）10：00～
・ペットの受入について→旧昇降口と反対側の階段下
・備蓄倉庫の確認

8 9 西生田小 10/16（月）15：00～ ・ペットの受入について→西校舎1階廊下・東校舎4階キラキラホール・プール前スペース

9 10 旧白山中 10/31（火）16：00～
・避難所開設の手順の確認
・備蓄倉庫の確認
・会議形式での話し合い

10 11 長沢小 11/6（月）16：00～
・ペットの受入について→北昇降口、職員室側ピロティ・飼育小屋、体育館側会議室等
・備蓄倉庫の確認

11 12 片平小 11/7（火）17：00～
・避難所の開設の手順の確認
・備蓄倉庫の確認

12 13 百合丘小
6/2（金）15：00～
7/21（金）15：00～
11/10（金）15：00～

・活動計画の紹介
・平日昼間の初動対応マニュアル（案）の紹介
・近隣避難団体を含めての訓練、導線確認、備蓄倉庫の確認

13 14 長沢中 11/13（月）10：00～
・ペットの受入について
・避難所開設動画解説
・備蓄倉庫の確認

15 王禅寺中央中

16 王禅寺中央小

15 17 柿生中 11/16（木）16：00～
・避難所開設動画解説
・ペットの受入について
・備蓄倉庫の確認

16 18 南百合丘小 11/20（月）15：00～
・南百合丘小学校のレイアウトについて
・ペットの受け入れについて
・備蓄倉庫の確認

17 19 東柿生小 11/20（月）17：00～
・ペットの受入について→小動物/体育館脇　大きい動物/理科室南側空き地
・備蓄倉庫の確認

18 20 白鳥中 11/26（日）9：00～
・避難所開設訓練
・ペット受け入れ訓練

19 21 柿生小 12/7（木）13：00～
・ペットの受入について→増築棟前ピロティ、児童昇降口横スペース、特別活動室
・備蓄倉庫の確認

20 22 麻生小 12/12（火）16：00～
・避難所運営会議について
・ペットの受入について

21 23
日本映画大学
白山校舎

12/14（木）17：00～
・ペットの受入について
・避難所開設動画解説
・備蓄倉庫の確認

22 24
はるひ野小・

中学校
2/3（土）9：30～ ・避難所開設訓練

23 25 虹ヶ丘小 日程調整中

・避難所における災害時の行動・避難所のルールについて
・平常時・緊急時の連絡体制
・備蓄倉庫の確認

令和５年度　避難所運営検討会議　開催結果一覧

回数 避難所名 開催日時 開催結果

1 9/7（木）15：30～
・ペットの受入について→小学校受入場所（理科室/ピロティ）　中学校受入場所（ピロティ/中庭）
・備蓄倉庫の確認

14 11/14（火）15：00～

Ｒ６.１.５時点



川崎市における能登半島地震に関する支援

№ 所管局 期間 件名 支援内容 派遣先自治体 人数 発表日 備考

1 消防局 1/2 緊急消防救助隊の派遣 消防航空隊１隊（人員搬送） 小松空港 6人 1/2

2 上下水道局
1/3〜1/8（第1陣）
1/8〜1/11（第2陣）

応急給水支援 給水車１台、サポート車１台 氷見市 5人 1/3

3 経済労働局 1/4〜 市内中小企業向け「特別相談窓口」設置 資金繰り等の相談支援 ー ー 1/4

4 危機管理本部 1/4〜 被災地への物資支援 飲料水500ml×24本入り×684箱 氷見市 ー 1/4

5 環境局 1/4〜1/7 災害廃棄物現地調査 能登半島 1人

6 健康福祉局 1/6〜1/22 健康支援・管理業務 保健師等の派遣 珠洲市 3人 1/5 1班3名×3班

7 上下水道局 1/6〜当⾯の間 応急給水支援派遣先変更 輪島市又は志賀町 5人 1/5 給水車１台、サポート車１台

8 危機管理本部 1/7〜当⾯の間 避難所運営（政令市市⻑会としての対口支援） 避難所運営支援業務 輪島市 10人 1/5 先遣隊3名、被災地支援10人

9 上下水道局 1/8〜当⾯の間 下水道施設災害の復旧に向けた支援 志賀町 3人 1/7 下水道職員の派遣

10 消防局 1/8〜1/10 消防（人員・物資搬送） 消防航空隊１隊 小松空港 7人 1/7

11 消防局 1/9〜 消防（人命救助活動） 緊急消防救助隊、消防隊7隊 輪島市 27人 1/8

12 財政局 1/9〜 被災者支援の寄付金 ー ー 1/9

13 健康福祉局 1/9〜12/27 義援金受付開始 ー ー 1/9
日本赤⼗字社川崎市地区本部とし
て周知・募集

14 上下水道局 下水道施設災害の復旧に向けた支援（職員追加） 下水道職員の追加派遣 志賀町 1/10

15 まちづくり局 1/10〜 市営住宅等への被災者受入れ 22⼾（市営住宅20⼾、市住宅供給公社住宅2⼾） ー ー 1/10

16 病院局 1/13〜1/19 DMAT隊派遣
川崎市立井田病院：医師１名、看護師３名、臨床検
査技師１名

珠洲市 5人 1/11

№８　避難所運営への麻生区役所における対応

１　派遣先　輪島市立東陽中学校避難所

２　派遣期間・派遣職員等

３　担当業務　避難所の運営支援等

第１陣 1/10〜1/13 危機管理担当 川⼝担当係⻑
第２陣 1/12〜1/15 危機管理担当 村野担当係⻑
第３陣 1/15〜1/19 区⺠課 職員
第４陣 1/17〜1/21 保護課 係⻑級
第５陣 1/19〜1/23 危機管理担当 横田担当係⻑


